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らっぱいちょう　ラッパイチョウ

ふじさかのかつら　藤坂のカツラ

県指定
所在地：北

県指定
所在地：藤坂

イチョウの変異種で、普通
の葉に混じってロート状（ラ
ッパ葉）の葉が約10％ほどつ
いている。
この葉はイチョウの原始葉

と考えられており、茎先端の
原生初皮が葉の性質を帯び、
中央の柔細胞が退化した結果
ロート状となったものである。
ラッパ葉をもつイチョウは

たまに発見されるが、当イチ
ョウはその出現率が高く、ま
た奇形葉の種類（ラッパ葉、
オハツキ葉、傘状ラッパ葉）
が変化に富んでおり、植物学
的に貴重である。
目通り208㎝、樹高20ｍ。

カツラ科の落葉高木で、日本
各地の山地に生育している。特
に、地下水の豊富なところを好
み、当カツラも谷間斜面の水が
集合しやすい場所に生育してい
る。
目通り12ｍ、樹高20～30ｍを測
るが、一本の幹が伸びているの
ではなく、株立ち状で10数本の幹
の集合体である。
例年5月に藤坂の春日神社で行
われる御田植神事には、このカ
ツラの枝が苗代わりに用いられ
る。カツラの生命力にあやかり
稲が生長することを祈願するの
だが、若葉の頃の当カツラは、
真に生命力に溢れた姿を見せる。


